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　山下康
やすみつ

光さん一家は農業を営み、スポー
ツが大好きな８人家族。バレーボールを頑
張っている三

み や び

矢毘くんと三
み な と

奈杜くん、恥ずか
しがりやの三

み お

緒ちゃんは笑顔のかわいいお
孫さんたちです。
康光さんは、自分の意見ばかりを通すの

ではなく、お互いに思いやりを持って生活し
ていくのが、家庭円満の秘訣だと話されて
いました。

親子三代住みたいまち親子三代住みたいまち
～木造地区の四世代家族～



　

２
月
26
日
、
令
和
３
年
第
１
回

つ
が
る
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、

平
川
豊
議
長
、
小
笠
原
忍
副
議
長
か

ら
辞
職
願
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
辞

職
が
許
可
さ
れ
た
後
、
正
副
議
長
の

選
挙
が
行
わ
れ
、
議
長
に
野
呂
司
議

員
、
副
議
長
に
佐
々
木
直
光
議
員
が

そ
れ
ぞ
れ
当
選
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
常
任
委
員
、
議
会
運
営

委
員
、
議
員
政
治
倫
理
審
査
会
委
員

お
よ
び
欠
員
が
生
じ
た
議
会
改
革
特

別
委
員
ほ
か
の
選
任
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

※
委
員
に
つ
い
て
は
３
ペ
ー
ジ
参
照

　
就
任
あ
い
さ
つ

　
こ
の
度
、
つ
が
る
市
議
会
の
議
長
な
ら
び
に
副
議
長

の
要
職
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄
で
あ

る
と
と
も
に
こ
の
責
任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
す
。

　
未
だ
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
収
束
せ
ず
、

日
常
生
活
や
経
済
活
動
な
ど
に
甚
大
な
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
。
市
議
会
と
し
て
生
活
支
援
や
経
済
支
援
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
や
健
康
二
次
被

害
な
ど
、
様
々
な
課
題
に
対
し
、
市
民
の
意
思
を
き
め

細
か
く
市
政
に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
よ
り
一
層
求

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
本
市
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、
当
市
議
会
は
適
切

な
判
断
と
素
早
い
対
応
に
努
め
な
が
ら
全
力
を
尽
く
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
皆
さ
ま
か
ら
の
益
々
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
就
任
の

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

議　

長　

野　

呂　
　

司　

副
議
長　

佐
々
木　

直
光　

野　呂　　司佐々木　直光
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新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
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委員会の紹介　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎…委員長　○…副委員長

総
務
常
任
委
員
会

総
務
、
財
政
、
消
防
な
ど
を
所
管
す
る

◎
田
中
　
　
透
　
〇
伊
藤
　
良
二

　
佐
々
木
慶
和
　
　
佐
々
木
直
光

　
天
坂
　
昭
市
　
　
小
笠
原
　
忍

経
済
建
設
常
任
委
員
会

農
林
、
商
工
、
観
光
、
土
木
、
都
市
計
画
、

下
水
道
な
ど
を
所
管
す
る

◎
成
田
　
　
博
　
〇
長
谷
川
榮
子

　
髙
橋
　
作
藏
　
　
平
川
　
　
豊

　
木
村
　
良
博
　
　
齊
藤
　
　
渡

教
育
民
生
常
任
委
員
会

教
育
、
民
生
、
社
会
福
祉
、
国
民
健
康

保
険
な
ど
を
所
管
す
る

◎
成
田
　
克
子
　
〇
佐
々
木
敬
藏

　
山
本
　
清
秋
　
　
野
呂
　
　
司

　
佐
藤
　
孝
志
　
　
秋
田
谷
建
幸

基
地
対
策
特
別
委
員
会

︵
全
議
員
で
構
成
︶

市
に
所
在
す
る
米
陸
軍
車
力
通
信

所
、
航
空
自
衛
隊
車
力
分
屯
基
地

の
諸
問
題
に
つ
い
て
調
査
・
研
究

な
ど
を
行
う

◎
山
本
　
清
秋
　
〇
髙
橋
　
作
藏

議
会
改
革
特
別
委
員
会

議
会
運
営
な
ど
の
改
革
を
推
進

◎
伊
藤
　
良
二
　
〇
秋
田
谷
建
幸

　
平
川
　
　
豊
　
　
天
坂
　
昭
市

　
長
谷
川
榮
子
　
　
齊
藤
　
　
渡

市
町
村
な
ど
が
、
ご
み
処
理
、
障

害
福
祉
事
務
の
一
部
を
共
同
で
処

理
す
る
た
め
に
設
け
た
地
方
公
共

団
体
の
組
合

西
北
五
環
境
整
備
事
務
組
合

　
長
谷
川
榮
子
　
佐
々
木
直
光

西
北
五
広
域
福
祉
事
務
組
合

　
佐
藤
　
孝
志

中
核
病
院
な
ど
の
運
営
、
介
護
認

定
審
査
会
の
設
置

つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合

　
成
田
　
克
子
　
齊
藤
　
　
渡

議
会
運
営
に
関

す
る
事
項
を
協

議◎
木
村
　
良
博

〇
平
川
　
　
豊

　
山
本
　
清
秋

　
佐
々
木
慶
和

　
天
坂
　
昭
市

　
小
笠
原
　
忍

政
治
倫
理
条
例

に
基
づ
く
審
査

を
行
う

◎
佐
々
木
敬
藏

〇
成
田
　
克
子

　
天
坂
　
昭
市

　
佐
藤
　
孝
志

　
木
村
　
良
博

　
秋
田
谷
建
幸

議
会
広
報
の
構

成
な
ど
を
協
議

◎
長
谷
川
榮
子

〇
伊
藤
　
良
二

　
成
田
　
克
子

　
佐
藤
　
孝
志

　
成
田
　
　
博

　
齊
藤
　
　
渡

つがる市議会だより－第69号

常任委員会

特別委員会

3

一部事務組合議会議員広域連合議会議員

議会運営委員会

議員政治倫理審査会

議会だより編集委員会



第69号－つがる市議会だより

◎は全会一致

議案番号 件　　　名 審議
結果

議決
結果

市長提出議案

予算

1号 専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件（令和２年度つがる
市一般会計補正予算（第９号）） ◎ 承認

2号 専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件（令和２年度つがる
市一般会計補正予算（第１０号）） ◎ 承認

3号 令和２年度つがる市一般会計補正予算（第１１号）案 ◎ 可決
4号 令和２年度つがる市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）案 ◎ 可決
5号 令和２年度つがる市後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）案 ◎ 可決
6号 令和２年度つがる市介護保険特別会計補正予算（第４号）案 ◎ 可決
7号 令和２年度つがる市下水道事業会計補正予算（第３号）案 ◎ 可決
8号 令和３年度つがる市一般会計予算案 ◎ 可決
9号 令和３年度つがる市国民健康保険特別会計予算案 ◎ 可決
10号 令和３年度つがる市後期高齢者医療特別会計予算案 ◎ 可決
11号 令和３年度つがる市介護保険特別会計予算案 ◎ 可決
12号 令和３年度つがる市下水道事業会計予算案 ◎ 可決

条例

13号 つがる市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例案 ◎ 可決
14号 つがる市長等の損害賠償責任の一部の免責に関する条例案 ◎ 可決

15号 つがる市財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条例の一部を改正
する条例案 ◎ 可決

16号 つがる市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例案 ◎ 可決
17号 つがる市稲垣シルバー創造センター条例を廃止する条例案 ◎ 可決

18号 つがる市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例案 ◎ 可決

19号 つがる市附属機関設置条例及びつがる市特別職の職員で非常勤のも
のの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例案 ◎ 可決

その他 20号
青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び
青森県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更並びに青森県
市町村総合事務組合規約の変更の件

◎ 可決

予算 21号 令和２年度つがる市一般会計補正予算（第１２号）案 ◎ 可決

条例
22号 つがる市国民健康保険条例の一部を改正する条例案 ◎ 可決
23号 つがる市乳幼児医療費給付条例の一部を改正する条例案 ◎ 可決
24号 つがる市介護保険条例の一部を改正する条例案 ◎ 可決

諮問 １号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めるの件 ◎ 適任
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　令和３年第１回つがる市議会定例会
（令和３年２月26日～３月12日）　15日間



つがる市議会だより－第69号

提
出
さ
れ
た
議
案
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

議
案
第
16
号
　

つ
が
る
市
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
案
【
教
育
民
生
常
任
委
員
会
付
託
】

◇
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
災
害
援
護
資
金
の
貸
付
の
保
証
人
、
利
率
な
ど
変
更

す
る
も
の
で
す
。

【
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
と
は
？
】

　

大
き
く
３
つ
に
分
類
さ
れ
災
害
弔
慰
金
、
災
害
障
害
見
舞

金
、
災
害
援
護
資
金
の
貸
付
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
貸
付
に
あ
た
っ
て
は
所
得
制
限
等
の
条
件
が
あ
り

ま
す
。

お
も
な
改
正
内
容

　

災
害
援
護
資
金
の
貸
付
に
つ
い
て
、
保
証
人
を
立

て
た
場
合
は
無
利
子
で
貸
付
を
受
け
ら
れ
ま
す
が
、

保
証
人
は
借
受
人
と
連
帯
し
て
債
務
を
負
い
ま
す
。

　

ま
た
、
保
証
人
を
立
て
な
い
場
合
、
据
置
期
間
中

は
無
利
子
で
す
が
、
期
間
経
過
後
の
利
率
は
年
３
％

以
内
で
市
長
が
定
め
る
利
率
と
し
て
い
ま
す
。

【
秋あ
き
た
や
田
谷　
建た
て
ゆ
き幸　
委
員
】

問　
こ
れ
ま
で
に
災
害
援
護
資
金
の
貸
付
の
事
例

は
あ
っ
た
か
。

【
福
祉
課
長
】

答　
日
本
海
中
部
地
震
の
時
に
貸
付
を
利
用
し
た

方
が
い
た
が
、
東
日
本
大
震
災
の
時
は
な
か
っ
た
。

【
佐さ
と
う藤　
孝た
か
し志　
委
員
】

問　
現
在
の
災
害
援
護
資
金
の
貸
付
限
度
額
は
。

【
福
祉
課
長
】

答　
左
記
の
と
お
り
。

　
※
詳
し
く
は
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
諮
　
問

　

諮
問
第
１
号

　

◎
人
権
擁
護
委
員

　
　

次
の
方
が
適
任
と
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　

原は
ら
た田　

正ま
さ
し志　

さ
ん(
再
任
・
森
田)

　
　

任
期　

令
和
３
年
７
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
　

令
和
６
年
６
月
30
日
ま
で

�

災
害
援
護
資
金
の
貸
付
の
内
容
が

　
変
わ
り
ま
し
た

5

災
害
弔
慰
金

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律

が
定
め
る
大
規
模
な
自
然
災
害
に
よ
り

死
亡
し
た
市
民
の
遺
族
に
対
し
て
支
給

災
害
障
害

見
舞
金

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律

が
定
め
る
大
規
模
な
自
然
災
害
に
よ
り

精
神
ま
た
は
身
体
に
著
し
い
障
害
を
受

け
た
市
民
に
支
給

災
害
援
護

資
金
の
貸
付

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律

が
定
め
る
大
規
模
な
自
然
災
害
に
よ
り

被
害
を
受
け
た
世
帯
の
世
帯
主
に
対
し

て
貸
付

世帯主の状況

１カ月以上の
負傷がある

１カ月以上の
負傷がない

貸
付
限
度
額

①� �家財の損害が1/3以上で住
居の損害なし １５０万円 －

②� �家財の損害があり、住居の
損害なし ２５０万円 １５０万円

③ 住居が半壊 ２７０万円 １７０万円

④ 住居が全壊(⑤を除く) ３５０万円 ２５０万円

⑤� 住居全体の滅失または流失 － ３５０万円

💡　
こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
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可 

決
可可可可可可可可
決決決決決決決決決決まりました。

当初予算額 230億1,000万円 (前年度比△10.0％ )

一部をお知らせします (1万円未満四捨五入)

新規新規

新規

新規

新規 継続

事業名　五所川原FM中継局整
備事業
事業費　3,032万円
内　容　地域に密着した情報
や災害時における情報提供手
段を確保するため、FM五所川
原放送の難聴地区に中継局を
整備　

事業名　スクールバス購入事
業
事業費　6,090万円
内　容　スクールバスを3台購
入（稲垣地区2台、車力地区１
台）

事業名　農道橋補修工事事業
事業費　3,495万円
内　容　平の沢橋ほか12橋を
補修工事する（令和3年度から
令和11年度まで）

事業名　鶴山ニュータウン線
道路新設改良工事
事業費　3,027万円
内　容　鶴山ニュータウン分
譲（柏地区）に伴うアクセス
道路を新設

事業名　産後ケア事業
事業費　33万円
内　容　産後に心身の不調、
育児に不安のある方など、出
産後１年までの産婦とその乳
児を対象に心身のケアや育児
サポート等を実施

事業名　世界遺産登録記念事
業
事業費　407万円
内　容　世界遺産委員会の審
議をパブリックビューイング
で公開、記念イベント開催等
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令和３年度予算を可決

予算の使い道が
　●総予算額  326億9,713万円　　  ●一般会計

歳出（使い道）について、新規・継続事業の

一般会計 230億1,000万円

特別会計 96億8,713万円

国民健康保険 41億6,016万円

後期高齢者医療 　7億6,714万円

介護保険 47億5,983万円

公営企業会計※前年度より下水道事業の財務規定に適用

下
水
道
事
業

事業収益 12億2,050万円

事業費用 12億2,050万円

資本的収入 　6億3,095万円

資本的支出 10億4,363万円

新規

新規 新規新規

新規 継続

事業名　実用英語検定受験料
補助事業
事業費　40万円
内　容　実用英語検定受験料
の一部（1人につき1,000円）
を補助する　　　　　　　　
　　　　　　　

事業名　すこやか医療費事業
事業費　5,270万円
内　容　乳幼児～中学生の医
療費無料化

事業名　結婚新生活支援事業
事業費　547万円
内　容　婚姻に伴う住宅取得、
住宅賃借、引越等費用を補助
（上限30万円）。対象は婚姻
届出時に夫婦とも39歳以下で
世帯所得400万円未満

事業名　水耕栽培メロンを
使ったマーケティング調査、
新メニュー開発、PR事業
事業費　244万円
内　容　消費者、青果店、市
場等に対する食味・需要調査
とアンテナショップメニュー
開発

事業名　高齢者運転免許自主
返納者支援事業
事業費　37万円
内　容　運転免許証を自主返
納し、運転経歴証明書の交付
申請を行った方へ2,000円分
の市共通商品券を支給

事業名　森田狄
えぞがたて

ヶ館地区ほ場
整備事業
事業費　841万円
内　容　農業の生産性を向上
させるため、区画整理や水路、
農道等を整備



問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
つ
い
て
は
数
多
く
の
市
民
が
不
安
に

思
っ
て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
あ
た
り
、

医
師
、
看
護
師
等
を
含
め
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
の
設
置
や
集
団
接
種
を
想
定
し
た
訓

練
は
行
う
の
か
。

【
市
長
】

答　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
対
策
チ
ー
ム
を
２
月
に
設
置
し
、
医
師
は

含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
保
健
師
２
人
、
事

務
職
４
人
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
向
け
て
準
備

し
て
い
ま
す
。
安
全
か
つ
速
や
か
に
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
で
き
る
よ
う
、
ほ
か
の
自
治
体
の

事
例
な
ど
を
参
考
に
集
団
接
種
を
想
定
し
た

訓
練
を
３
月
中
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

問　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
お
け
る
優
先
順
位

と
予
定
人
数
、
接
種
会
場
は
。

【
福
祉
部
長
】

答　
優
先
順
位
と
人
数
に
つ
い
て
は
表
の

と
お
り
。
接
種
会
場
に
つ
い
て
は
医
療
機
関

で
接
種
す
る
個
別
接
種
が
４
カ
所
、
集
団
接

種
は
３
カ
所
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
を

よ
り
多
く
の
人
が
接
種
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
周
知
方
法
や
支
援
策
は
考
え
て
い
る

か
。

【
福
祉
部
長
】

答　
接
種
に
関
す
る
周
知
に
つ
い
て
は
広

報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
毎
戸
チ
ラ
シ
の
ほ

か
、
必
要
に
応
じ
て
防
災
無
線
を
活
用
し
ま

す
。
ま
た
、
支
援
策
に
つ
い
て
は
相
談
や
予

約
受
付
業
務
を
行
う
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
開

設
と
同
時
に
市
の
担
当
部
局
で
も
対
応
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
集
団
接

種
会
場
ま
で
の
送
迎
バ
ス
の
運
行
な
ど
も
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

問　
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
率
向
上
を
図
る
た

め
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
者
に
ク
ー
ポ
ン
券
の
配

布
な
ど
考
え
て
い
る
か
。

【
福
祉
部
長
】

答　
地
域
経
済
に
寄
与
す
る
と
考
え
ら
れ

る
た
め
、
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　
永
岡
集
落
付
近
に
あ
る
ケ
ヤ
キ
の
木

問　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
ア
ナ

フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
が
懸
念
さ
れ
る
た

め
、
接
種
後
の
観
察
時
間
を
通
常
よ
り
長
く

し
て
１
時
間
程
度
に
し
て
は
ど
う
か
。

【
福
祉
部
長
】

答　
接
種
後
の
観
察
時
間
は
通
常
15
分
以

上
と
し
、
過
去
に
重
い
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
の

あ
っ
た
方
は
30
分
以
上
と
国
で
示
し
て
い
ま

す
。
健
康
状
態
を
観
察
し
、
医
師
と
相
談
の

上
で
接
種
者
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た
観
察
時
間

を
見
極
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

が
道
路
に
張
り
出
し
交
通
障
害
と
な
っ
て
い

る
。
過
去
に
質
問
し
た
際
は
県
に
道
路
改
良

工
事
を
要
望
す
る
と
し
て
い
た
が
、
現
在
の

進
捗
状
況
は
。

【
建
設
部
長
】

答　
県
に
対
し
、
令
和
３
年
度
か
ら
の
詳

細
設
計
や
お
堂
の
移
転
・
祭
祀
補
償
に
つ
い

て
要
望
し
て
い
ま
す
。

問　
市
で
補
助
し
運
営
し
て
い
る
街
の
駅

「
あ
る
び
ょ
ん
」
は
設
置
か
ら
10
年
以
上
経

つ
が
、
利
用
者
が
減
少
し
活
気
の
な
い
状
態

に
あ
る
。
市
と
し
て
今
後
の
運
営
に
つ
い
て

方
向
性
を
決
め
る
時
期
に
来
た
の
で
は
。

【
経
済
部
長
】

答　
こ
の
施
設
は
平
成
21
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
元
気
お
た
す
け
隊
が
ま
ち
な
か
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設
と
し
て
開
設
し
、
農
産
物
直
売
所

な
ど
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
利
用
者
は
減
少

し
て
い
ま
す
が
、
利
用
し
て
い
る
高
齢
者
に

も
配
慮
し
な
が
ら
令
和
３
年
度
中
に
方
向
性

を
決
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

五
いつわかい
和会　成

なり た
田　克

かつこ
子

●�

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
お
け
る

　
円
滑
な
体
制
を

五
いつわかい
和会　長

は せ が わ
谷川榮

えいこ
子

●
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
か
か
る

十
分
な
周
知
徹
底
を

●
再
賀
木
造
線
工
事
の
進
捗
状
況
は

●
あ
る
び
ょ
ん
の
運
営
の
方
向
性
は

8

ワクチン接種優先順位と見込み人数

①医療従事者 約500人
②65歳以上 約1万2,500人
③基礎疾患者 約2,000人
④高齢者施設の従事者 約600人
⑤16歳以上から
　64歳以下 約1万6,200人

※一部、国の算定方法により試算

第69号－つがる市議会だより



問
　
本
市
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て
人

口
の
将
来
展
望
と
し
て
令
和
42
年
に
は
２
万

人
の
維
持
を
目
指
し
て
い
る
が
、
出
生
率
と

死
亡
率
は
ど
の
く
ら
い
の
開
き
が
あ
る
か
。

【
総
務
部
長
】

答　
青
森
県
人
口
動
態
統
計
に
よ
る
と
本

市
の
平
成
27
年
か
ら
の
５
年
間
の
平
均
値
に

お
い
て
出
生
率
は
５
・
１
、
死
亡
率
は
17
・

２
で
、
出
生
率
か
ら
死
亡
率
を
差
し
引
い
た

数
値
は
マ
イ
ナ
ス
12
・
１
で
す
。

問　
人
口
の
目
標
値
を
達
成
さ
せ
る
に
は

こ
れ
ま
で
に
は
な
い
施
策
、
事
業
を
構
築
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、
市
の
考

え
は
。

【
総
務
部
長
】

答　
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
出
産
後
の

母
親
を
支
援
す
る
産
後
ケ
ア
事
業
を
実
施
し

ま
す
。
ま
た
、
移
住
定
住
を
促
進
さ
せ
る
施

策
と
し
て
移
住
者
マ
イ
ホ
ー
ム
応
援
事
業
で

は
転
入
世
帯
の
住
宅
取
得
費
を
補
助
し
、
支

問
　
本
市
独
自
の
コ
ロ
ナ
対
策
支
援
金
を

活
用
し
た
主
食
用
米
の
種
子
助
成
へ
の
申
込

率
は
ど
の
く
ら
い
か
。

【
経
済
部
長
】

答　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
る
主
食
用
米
の
価
格
低
下
に
伴
う
種

子
助
成
に
つ
い
て
は
助
成
対
象
者
２
２
３
４

人
の
う
ち
申
込
み
者
は
１
４
４
２
人
で
申
込

み
の
割
合
は
64
・
５
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問　
大
雪
の
影
響
に
よ
り
倒
壊
ま
た
は
損

害
を
受
け
た
農
業
施
設
に
対
す
る
支
援
は
あ

る
か
。

【
経
済
部
長
】

答　
一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
が
、
大
雪

被
害
を
受
け
た
農
家
に
対
す
る
国
の
支
援
と

し
て
、
被
災
し
た
ハ
ウ
ス
の
撤
去
や
再
建
・

修
繕
費
用
を
３
割
ま
で
の
範
囲
で
補
助
す
る

強
い
農
業
・
担
い
手
づ
く
り
総
合
支
援
交
付

金
が
あ
り
ま
す
。

問　
大
雪
に
よ
る
積
雪
は
春
の
農
作
業
に

も
影
響
を
及
ぼ
す
が
、
本
市
に
お
い
て
融
雪

剤
な
ど
購
入
費
用
の
補
助
は
あ
る
か
。

【
経
済
部
長
】

給
額
の
上
限
を
50
万
円
か
ら
１
０
０
万
円
に

引
き
上
げ
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
新
規
事
業
で

あ
る
結
婚
新
生
活
応
援
事
業
で
は
所
得
制
限

は
あ
り
ま
す
が
、
住
宅
の
取
得
費
、
引
っ
越

し
費
用
な
ど
を
補
助
し
ま
す
（
上
限
額
30
万

円
）。
こ
れ
ら
を
効
果
的
に
実
施
し
人
口
維

持
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
旧
森
田
支
所
の
解
体
は
考
え
て
い
る

か
。

【
財
政
部
長
】

答　
建
物
の
解
体
処
分
に
つ
い
て
は
危
険

度
の
高
い
も
の
か
ら
進
め
、
旧
森
田
支
所
は

令
和
３
年
度
に
解
体
予
定
の
旧
車
力
出
張
所

の
次
に
古
い
施
設
で
あ
る
た
め
早
期
に
処
分

で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問　
廃
校
に
な
る
育
成
小
学
校
の
今
後
の

利
活
用
は
。

【
教
育
部
長
】

答　
有
効
な
利
活
用
の
方
法
に
つ
い
て
検

討
中
で
あ
り
、
関
係
部
局
等
と
協
議
を
行
い
、

令
和
３
年
度
中
に
は
方
向
性
を
示
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

答　
堆
肥
等
利
用
促
進
土
づ
く
り
対
策
事

業
に
お
い
て
融
雪
剤
の
購
入
費
用
を
補
助
し

て
い
ま
す
。

問　
本
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
見
づ
ら
い

と
い
う
意
見
が
あ
る
が
、
改
善
す
る
考
え
は

あ
る
か
。

【
総
務
部
長
】

答　
本
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
平
成
30
年

度
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

対
応
や
サ
イ
ト
内
検
索
の
強
化
な
ど
速
や
か

な
情
報
発
信
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
ご
意

見
を
踏
ま
え
、
見
や
す
く
わ
か
り
や
す
い

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
改
善
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問　
市
内
の
各
小
・
中
学
校
に
お
い
て
リ

モ
ー
ト
授
業
は
行
え
る
状
況
に
あ
る
の
か
。

【
教
育
部
長
】

答　
円
滑
に
遠
隔
授
業
が
で
き
る
よ
う
に

大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
や
カ
メ
ラ
等
を
配
備
し
、

Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
教
職
員
の
研
修
会
を
実
施
し
て

環
境
整
備
に
努
め
て
い
ま
す
。

絆
きしんかい
心会　齊

さいとう
藤　　渡

わたる

●
農
業
に
お
け
る
支
援
対
策
は

●
本
市
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の

整
備
状
況
は

絆
きしんかい
心会　佐

さと う
藤　孝

たかし
志

●
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る

効
果
的
な
施
策
を

●
適
切
な
公
共
施
設
の
管
理
を

9

出
生
・
死
亡
率
…
人
口
１
千
人
に

対
す
る
一
年
間
の
出
生
・
死
亡
数

の
割
合
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五
いつわかい
和会　伊

いと う
藤　良

りょうじ
二

●�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
か
か
る

支
援
対
策
は

問
　
医
療
・
福
祉
介
護
・
保
育
施
設
の
職

員
に
対
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
集
団

感
染
防
止
の
た
め
の
検
査
費
用
を
支
援
で
き

な
い
か
。

【
市
長
】

答　
保
健
所
が
実
施
す
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は

原
則
と
し
て
感
染
者
と
濃
厚
接
触
者
に
限
ら

れ
、
濃
厚
接
触
者
で
な
い
と
判
断
さ
れ
た
方

は
検
査
対
象
に
な
ら
な
い
た
め
、
不
安
解
消

の
観
点
か
ら
自
主
的
検
査
の
支
援
を
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
各
施
設

の
定
期
的
な
検
査
費
用
の
助
成
に
つ
い
て
は

定
期
的
検
査
の
基
準
や
指
針
が
な
く
課
題
も

多
い
た
め
、
現
在
の
と
こ
ろ
現
実
的
で
は
な

い
と
考
え
ま
す
。

問　
福
祉
介
護
・
保
育
施
設
な
ど
に
顔
認

証
・
非
接
触
型
検
温
器
の
購
入
費
用
を
支
援

し
て
は
ど
う
か
。

【
福
祉
部
長
】

答　
非
接
触
型
検
温
器
等
に
つ
い
て
は
多

く
の
介
護
・
保
育
施
設
で
導
入
し
て
い
る
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
一
般
の
事
業
所
等
に
お
い

て
は
、
十
分
に
普
及
し
て
い
な
い
状
況
に
あ

る
た
め
、
検
温
器
の
支
援
に
つ
い
て
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
幼
稚
園
・
保
育
園
職
員
に
特
別
手
当

を
支
給
し
て
は
ど
う
か
。

【
福
祉
部
長
】

答　
手
当
な
ど
の
支
援
対
策
に
つ
い
て
は

財
源
を
伴
う
た
め
、
ほ
か
の
事
業
と
の
バ
ラ

ン
ス
を
見
な
が
ら
可
能
か
ど
う
か
総
合
的
に

判
断
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
大
学
生
な
ど
に
支
援
金
の
給
付
を
検

討
で
き
な
い
か
。

【
教
育
部
長
】

答　
本
市
で
は
ア
ル
バ
イ
ト
収
入
の
減
少

な
ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
受
け
た
大
学
生
等
を
応
援
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
２
万
円
の
給
付
金
を
独
自
に
支
給

し
ま
し
た
。
提
案
の
支
援
金
に
つ
い
て
は
今

後
、
そ
の
必
要
性
な
ど
が
検
討
さ
れ
る
案
件

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　市議会では任意による新型コロナウイルス感染症対策にかか
る検討会を立ち上げ、平川豊議長と小笠原忍副議長は福島弘芳
市長に対し新型コロナウイルス感染症対策に関して以下のとお
り要望しました。
①�ワクチン接種に向けた市民への周知、接種体制の確保、環境
整備
②�事業所等への非接触型検温器の設置、感染予防対策にかかる
費用の支援
③�福祉施設において、事業者自らが感染を確認するための検査
費用の支援
④�大都市圏での感染拡大の影響による失業等でＵターンを検討
している方に向けた東京事務所の相談窓口強化および市ウェ
ヴサイトによる人口減少対策支援等のＰＲ
⑤観光客が減少したことによる宿泊業へ対する支援
　要望を受け、市として各部局の提案とあわせて検討し、必要
な支援・対策を講じていきたい。と前向きな回答をいただきま
した。
　今後も市議会として、市の動向などを注視しながら感染症対
策に積極的に取り組んでまいります。

新型コロナウイルス感染症対策に関する要望書提出
　　　　　　　　　　　　　　　　２月４日　

要望書手交

市民の安全・安心を最優先にするよ
う強く要望しました

10第69号－つがる市議会だより



居
宅
に
お
い
て
日
常
生
活
が
困
難
な
人

を
対
象
に
し
た
施
設
で
あ
る
。
市
で
唯

一
の
養
護
施
設
で
あ
り
、
介
護
を
必
要

と
す
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
は
目

的
が
違
う
た
め
変
更
は
難
し
い
と
考
え

る
。

議
案
第
８
号

令
和
３
年
度
つ
が
る
市
一
般
会
計

予
算
案

　

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

　
　
　

４
８
０
０
万
円　

齊さ
い
と
う藤　

　

渡わ
た
る　

委
員　

問　
ふ
る
さ
と
納
税
額
を
前
年
度
よ

り
多
く
見
込
ん
で
い
る
理
由
は
。

【
総
務
課
長
】

答　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
、
ふ

る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
１
カ
所
で
運
営
し

て
い
た
が
、
令
和
３
年
度
か
ら
は
２
カ

所
に
増
や
し
、
掲
載
内
容
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
て
い
く
た
め
、
寄
附
金
の
増
額

を
見
込
ん
で
い
る
。

議
案
第
１
号

専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及
び
承
認

を
求
め
る
の
件

令
和
２
年
度
つ
が
る
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
９
号
）

※
一
万
円
未
満
四
捨
五
入

　

補
正
額

　

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金

　

給
付
事
業
費
補
助
金

　
　
　
　

１
８
９
１
万
円　

成な
り
た田　

克か
つ
こ子　

委
員　

問　
こ
の
給
付
金
の
対
象
世
帯
数
は

ど
の
く
ら
い
か
。
も
れ
な
く
支
給
さ
れ

た
か
。

【
福
祉
課
長
】

答　
対
象
と
な
る
ひ
と
り
親
世
帯
数

は
３
２
６
世
帯
、
子
ど
も
は
４
６
１
人

お
り
、
す
べ
て
給
付
済
み
で
あ
る
。

議
案
第
３
号

令
和
２
年
度
つ
が
る
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
11
号
）

　

補
正
額

　

路
線
バ
ス
維
持
費
補
助
金

（
市
単
独
）　　
　
　
　
　
　

94
万
円

　

公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
事
業
費

　

補
助
金

（
国
、
県
、
市
協
調
）　

４
０
０
万
円

秋あ
き
た
や

田
谷　

建た
て
ゆ
き幸　

委
員　

問　
年
々
、
予
算
額
が
減
少
し
て
い

る
理
由
は
。

【
総
務
課
長
】

答　
路
線
バ
ス
維
持
費
補
助
金
に
つ

い
て
、
平
成
30
年
当
初
予
算
編
成
時
に

４
路
線
あ
っ
た
対
象
路
線
は
年
度
途
中

か
ら
１
路
線
に
、
平
成
31
年
度
か
ら
は

２
路
線
と
な
っ
た
。
ま
た
、
公
共
交
通

確
保
維
持
改
善
事
業
費
補
助
金
に
つ
い

て
は
、
６
路
線
あ
っ
た
対
象
路
線
が
廃

止
等
に
よ
り
４
路
線
に
減
少
し
て
い
る
。

　

補
正
額

　

ス
マ
ー
ト
農
業
基
地
局
設
置
工
事

△
３
２
４
万
円　

佐さ

さ

き
々
木　

直な
お
み
つ光　

委
員　

問　
基
地
局
の
整
備
予
定
は
。

【
農
林
水
産
課
長
】

答　
令
和
２
年
度
は
１
基
、
令
和
３

年
度
は
２
基
、
令
和
４
年
度
で
は
１
基

の
計
画
で
進
め
て
い
る
。

問　

基
地
局
整
備
に
対
応
す
る
ス

マ
ー
ト
農
業
機
械
導
入
へ
の
補
助
は
考

え
て
い
る
か
。

【
農
林
水
産
課
長
】

答　
ス
マ
ー
ト
農
業
に
特
化
し
た
国

の
補
助
事
業
の
活
用
も
含
め
、
全
基
地

局
の
完
成
ま
で
に
は
対
応
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

補
正
額

　

ぎ
ん
な
ん
荘
施
設
指
定
管
理
料

１
１
８
１
万
円　

佐さ
と
う藤　

孝た
か
し志　

委
員　

問　
こ
の
施
設
の
定
員
と
入
所
し
て

い
る
人
数
は
。

【
福
祉
課
長
】

答　
定
員
は
50
人
で
現
在
31
人
が
入

所
し
て
い
る
。

問　
定
員
割
れ
が
続
い
て
い
る
状
況

に
あ
る
な
ら
、
こ
の
施
設
を
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
に
し
て
は
ど
う
か
。

【
福
祉
課
長
】

答　
ぎ
ん
な
ん
荘
は
養
護
老
人
ホ
ー

ム
で
あ
り
、
介
護
を
必
要
と
せ
ず
、
生

活
環
境
お
よ
び
経
済
的
理
由
等
に
よ
り
、

11

予
算
特
別
委
員
会

審
査
の
内
容
を
お
伝
え
し
ま
す

委
員
長山や

ま
も
と本　
清き
よ
あ
き秋　

返礼品の中でも人気の高い米

つがる市議会だより－第69号
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元
気
な
地
域
づ
く
り
支
援
事
業
費

　

補
助
金

　
　
　

６
０
０
万
円　

長は
せ
が
わ
谷
川　

榮え
い
こ子　

委
員　

問　
こ
の
事
業
の
内
容
は
。

【
総
務
課
長
】

答　
昨
年
度
ま
で
未
来
を
変
え
る
元

気
事
業
と
い
う
事
業
名
だ
っ
た
も
の
で
、

自
発
的
か
つ
主
体
的
に
地
域
特
性
を
生

か
し
た
地
域
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
む

市
町
村
に
対
し
て
県
が
支
援
す
る
。
補

助
率
は
２
分
の
１
で
図
書
館
５
周
年
記

念
事
業
や
東
京
事
務
所
の
果
房
メ
ロ
ン

と
ロ
マ
ン
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
活
動
費
、

世
界
遺
産
登
録
記
念
イ
ベ
ン
ト
事
業
な

ど
、
５
事
業
に
充
当
し
て
い
る
。

　

農
山
漁
村
活
性
化
事
業
寄
附
金

　
　
　

１
億
５
０
０
万
円　

　

農
山
漁
村
活
性
化
事
業
基
金

　

繰
入
金

３
０
８
０
万
円　

齊さ
い
と
う藤　
　

渡わ
た
る　

委
員　

問　
こ
れ
は
風
力
発
電
事
業
に
か
か
る

寄
附
金
だ
と
思
う
が
、
詳
細
な
説
明
を
。

【
農
林
水
産
課
長
】

答　
農
林
水
産
業
へ
寄
与
す
る
地
域

振
興
事
業
に
充
て
る
た
め
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
者
か
ら
の
寄
附

金
１
億
５
０
０
万
円
を
基
金
に
積
立
て

後
、
３
０
８
０
万
円
を
取
り
崩
し
、
一

般
会
計
に
す
る
た
め
計
上
し
て
い
る
。

　

東
京
事
務
所
費

　

物
販
・
カ
フ
ェ
運
営
委
託
料

２
２
７
５
万
円　

成な
り
た田　
　

博ひ
ろ
し　

委
員　

問　
３
年
目
を
迎
え
た
東
京
事
務
所

の
メ
ロ
ン
カ
フ
ェ
は
マ
ス
コ
ミ
に
も
多

く
取
り
上
げ
ら
れ
た
よ
う
だ
が
、
市
に

と
っ
て
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
っ
た
と

考
え
て
い
る
か
。

【
総
務
部
長
】

答　
当
施
設
の
開
設
目
的
と
し
て
、
本

市
の
知
名
度
向
上
の
た
め
の
情
報
発
信

が
あ
る
。
テ
レ
ビ
、
新
聞
等
の
メ
デ
ィ

ア
へ
の
露
出
を
広
告
費
に
換
算
し
て
Ｐ

Ｒ
効
果
を
測
る
広
告
換
算
値
は
現
在
に

お
い
て
６
億
５
千
万
円
ほ
ど
と
な
っ
て

お
り
、
高
い
Ｐ
Ｒ
効
果
が
あ
っ
た
と
考

え
て
い
る
。

　
つ
が
る
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

補
助
金

７
０
０
万
円　

　

佐さ

さ

き
々
木　

敬け
い
ぞ
う藏　

委
員　

問　
登
録
し
て
い
る
会
員
は
何
人
い

る
か
。
ま
た
、
農
作
業
の
依
頼
を
受
注

で
き
な
か
っ
た
要
因
は
何
か
。

【
福
祉
課
長
】

答　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
は

２
１
１
人
（
３
月
１
日
現
在
）
の
会
員

が
お
り
、
毎
年
20
～
30
人
の
会
員
が
高

齢
を
理
由
に
退
会
し
、
同
程
度
の
新
規

会
員
が
加
入
し
て
い
る
。
近
年
、
農
作

業
の
依
頼
が
増
加
し
、
同
時
期
に
同
じ

業
務
が
集
中
し
て
い
る
ほ
か
、
農
作
業

の
未
経
験
者
は
対
応
で
き
ず
、
断
っ
て

い
る
業
務
も
あ
る
。

　

農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業
補
助
金

２
６
５
０
万
円　

佐さ

さ

き
々
木　

直な
お
み
つ光　

委
員　

問　
こ
の
事
業
は
暗
渠
排
水
整
備
事

業
に
か
か
る
補
助
金
と
認
識
し
て
い
る

が
、
つ
が
る
市
全
域
を
見
込
ん
で
い
る

の
か
。

【
農
林
水
産
課
長
】

答　
暗
渠
排
水
整
備
事
業
に
お
い
て

市
は
農
家
負
担
額
の
一
部
、
10
ア
ー
ル

あ
た
り
７
千
円
を
補
助
し
、
市
全
域
を

整
備
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
農
家
負
担
を
軽
減
さ
せ
る
た
め
に

も
国
の
補
助
額
を
引
き
上
げ
ら
れ
な
い
か
。

【
農
林
水
産
課
長
】

答　
効
果
的
に
暗
渠
排
水
整
備
を
進

め
て
い
く

た
め
に
も

国
に
対
し

要
望
し
て

い
く
。

　

防
災
備
蓄
倉
庫
建
設
費

３
億
３
２
４
５
万
円　

木き
む
ら村　

良よ
し
ひ
ろ博　

委
員　

問　
防
災
備
蓄
倉
庫
の
詳
細
な
説
明
を
。

【
総
務
部
長
】

答　
避
難
所
の
拠
点
と
し
て
現
在
建

設
中
の
総
合
体
育
館
の
隣
接
地
に
防
災

備
蓄
倉
庫
と
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
建
設
す
る
。

備
蓄
倉
庫
に
は
約
５
千
人
が
３
日
間
使

用
で
き
る
水
、
ご
飯
や
パ
ン
な
ど
の
食

料
の
ほ
か
、
毛
布
、
発
電
機
、
照
明
器

具
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
、
仕
切
り
付

の
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
、
衛
生
用
品
等
を

備
蓄
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

問　
今
年
の
よ
う
な
豪
雪
で
は
交
通

機
関
の
マ
ヒ
な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、

備
蓄
品
は
各
地
区
に
分
散
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

【
総
務
部
長
】

答　
保
管
場
所
の
分
散
に
つ
い
て
は

今
後
検
討
し
て
い
く
。

　

公
営
住
宅
水
洗
化
工
事

３
０
０
０
万
円　

佐さ
と
う藤　

孝た
か
し志　

委
員　

問　
こ
の
水
洗
化
工
事
の
計
画
内
容

は
。

【
建
設
部
長
】

答　
月
見
野
丘
団
地
の
ト
イ
レ
を
水

洗
化
す
る
。
40
戸
の
う
ち
20
戸
の
水
洗

化
工
事
が
完
了
し
て
お
り
、
令
和
３
年

度
と
令
和
４
年
度
に
そ
れ
ぞ
れ
10
戸
ず

つ
整
備
す
る
。

第69号－つがる市議会だより
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　新市長就任後、初めてとなる臨時会が開かれ、倉光弘昭市長から以下のとおり、あいさつが
ありました。

　今後は、倉光市長と市議会が両輪となって市政の発展に努力してまいります。

　市民の皆さまの負託にこたえるため、市民、行政そして議会と
の対話を重視し、私の政治理念であるふるさと再構築のため、農
業を耕す。中心市街地をつくる。住環境を整える。大地を守る。
文化を伝える。いのちを育む。この６本の柱で市政運営に努めて
まいりますので、議員皆さまのご理解とご指導を賜りますよう
よろしくお願い申し上げます。（一部抜粋）

議案第25号
つがる市副市長の選任につき同意を求めるの件

　　今
こん

　　正
まさゆき

行さん（新任）
　任期　令和３年４月１日から令和７年３月31日まで

議案第26号
つがる市監査委員の選任につき同意を求めるの件

　　台
だいまるや

丸谷 績
いさお

さん（新任）
　任期　令和３年４月１日から令和７年３月31日まで

議案第27号
つがる市教育委員会委員の任命につき同意を求めるの件

　　平
ひらた

田 昌
まさ こ

子さん（再任）
　任期　令和３年３月31日から令和７年３月30日まで

議案第28号

丸山財産区管理委員の選任につき同意を求めるの件

　　須
すとう

藤 正
しょうぞう

造さん（再任）　工
くどう

藤　　諭
さとし

さん（再任）　　

　　小
お さ な い

山内博
ひろふみ

文さん（再任）　工
くどう

藤　　眞
まこと

さん（再任）

　　藤
ふじもと

本 清
きよひと

仁さん（再任）　工
くどう

藤 勇
ゆういち

一さん（再任）

　　工
くどう

藤 俊
としひで

秀さん（再任）
　任期　令和３年４月１日から令和７年３月31日まで

市長提出議案４件は全会一致によりすべて原案どおり同意されました

委員

成
なりた

田 照
てる お

男さん（再任・木造）

補充員

工
くどう

藤 幸
こう じ

司さん（新任・車力）

今
こん

　　久
ひさお

夫さん（再任・森田） 濱
はまやま

山 哲
てつ や

也さん（新任・木造）

黒
くろたき

滝　　亨
とおる

さん（新任・稲垣） 小
お さ な い

山内昭
あきみつ

光さん（再任・木造）

須
すとう

藤 誠
せいぞう

造さん（新任・柏） 佐
さ さ き

々木恵
けいえつ

悦さん（新任・稲垣）

任期　令和３年３月30日から令和７年３月29日まで

倉
くらみつ
光 弘

ひろあき
昭 市長

　　  令和３年第１回つがる市議会臨時会　　　 3月24日

令和３年第１回つがる市議会定例会において
選挙管理委員会委員と同補充員の選挙が行われました　　 ３月12日

つがる市議会だより－第69号
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2月

3日 新型コロナウイルス感染症対策にかかる検討会
 4日 新型コロナウイルス感染症対策に関する要望書提出
16日 (仮称)つがる市総合体育館建設工事安全祈願祭
19日 議会運営委員会
26日 令和３年第１回つがる市議会定例会開会

3月

2日～3日 一般質問
4日～5日 予算特別委員会

 9日 総務常任委員会・教育民生常任委員会
 12日 令和3年第1回つがる市議会定例会閉会
 22日 西津軽土地改良区新庁舎落成式
23日 航空自衛隊車力分屯基地創立40周年記念式典
24日 令和３年第１回つがる市議会臨時会

4月
18日 弘前駐屯地創立53周年記念日行事
20日 議会だより編集委員会
30日 一般廃棄物最終処分場落成記念式典

おしらせ
　新型コロナウイルス感染症の
感染予防、感染拡大防止のため、
会議の傍聴を制限する場合があ
りますので、傍聴を予定してい
る方は議会事務局へお問い合わ
せください。

●●●●●●気になるワード気になるワード●●●●●●

福島市長福島市長
退任のあいさつ退任のあいさつ

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が

確
認
さ
れ
て
か
ら
、
１
年
が
経
ち

ま
し
た
。
確
認
さ
れ
た
当
時
は
そ

れ
ほ
ど
騒
が
れ
て
お
ら
ず
、
昨
年

の
３
月
定
例
会
で
も
新
型
コ
ロ
ナ

を
取
り
上
げ
た
質
問
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
今
や
世
間
で
は
テ
レ
ビ
や
新
聞

に
限
ら
ず
、
コ
ロ
ナ
禍
一
色
で
今

回
の
３
月
定
例
会
に
お
い
て
は
私

を
含
め
、
３
人
が
新
型
コ
ロ
ナ
に

関
す
る
質
問
を
し
て
い
ま
す
。

　
見
え
な
い
敵
、
新
型
コ
ロ
ナ
と

ど
う
戦
っ
て
い
く
の
か
、
経
済
を

ど
う
回
復
さ
せ
て
い
く
の
か
、
民

意
を
反
映
す
る
場
で
あ
る
議
会
と

し
て
の
真
価
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
議
員
と
し
て
、
市
民
の
多
様
な

意
見
の
把
握
に
努
め
、
未
来
あ
る

子
供
た
ち
が
夢
や
希
望
を
持
て
る

社
会
と
な
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も

精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
委
員
長  

記
）

　福島弘芳市長はつがる市が誕生した平成17年以来、新田の歴史が彩新田の歴史が彩
る日本のふるさとる日本のふるさとを本市の基本理念に掲げ、市政のさらなる発展のた
めに尽くされてきました。
　３月12日、任期満了により４期16年にわたる市長の職を退任するこ
とにあたり、福島弘芳市長から以下のとおり、あいさつがありました。

私はこれまでみんなが安心して暮らせるつがる市の実現に向けて、
様々な施策を展開し、着実に進めることができました。これもひとえ
に議員各位をはじめ、市民の皆さまのご理解とご協力のたまものであ
ると感じております。
　今後は一市民としてつがる市を見守り、また微力でございますが、つ
がる市のために尽力していきたいと思っておりますので、市民の皆さ
まをはじめ議員各位には、新市長ならびに職員に一層のお力添えを賜
りますようお願いいたします。（一部抜粋）

福
ふくしま

島  弘
ひろよし

芳 市長

市長と議員の関係って？
市長と議員は市民によって直接選挙で選ばれます。市長は行政執行

権を、市議会は行政執行の前提となる条例等の議決権・監視権を行使
して、お互いに独立し尊重しあいながら市民のための市政を運営して
います。

次回定例会予定次回定例会予定 ６６月月 詳しくはホームページをご覧い
ただくか議会事務局にお問い合
わせください。

つがる市議会　インタ－ネット中継

議会中継議会中継をを
ご覧いただけます。ご覧いただけます。

３月定例会の中から「気になる言葉」を取り上げて解説します

これまでの議会の活動の一部を紹介しますこれまでの議会の活動の一部を紹介します

こ
ち
ら

こ
ち
ら 

編
集
室

編
集
室

本会議などの様子
をインターネット
でライブ中継、録
画中継しています。

■
議
会
だ
よ
り

　
　
　
　
　
　編
集
委
員
会

委
員
長
　
長
谷
川
榮
子

　
副
委
員
長
　
伊
藤
　
良
二

　
委
　
　
員
　
成
田
　
克
子

　
委
　
　
員
　
佐
藤
　
孝
志

　
委
　
　
員
　
成
田
　
　
博

　
委
　
　
員
　
　
藤
　
　
渡
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